
空き家を「課題」ではなく

「資源」として捉えなおす

「空き家があるから」まちはおもしろい、

空き家があるから地域には可能性がある。

2024

100 件の空き家があれば、100通りの事情がある。
だから 100個の素敵なストーリーができるのだ。



私は、元々設計事務所を営んでおり、建築畑を歩んでいました。
ここ数年は、パソコンから CAD（図面を描くソフト）をアンインストール
してコミュニティアーキテクトをしています。
そして、町の不動産屋さんを仕事の一つとして始めました。

最近、まちづくり、地域づくり、コミュニティづくりをされている方から
お声がけを頂き、自分たちの暮らしについて話をさせていただく機会が増え
てきました。

そこで多く聞かれる声が、「移住したいと相談を受けるけど、住む場所を
つなぐことができない」とか「お店を始めたいけど、良い場所をつなぐこと
ができない」とか。

空き家・空き店舗がこれだけ世の中に増えていると言われているし、実際
に身の回りにも増えているのにどうしてだろうかと。

暮らしを豊かにしてくれる人の情報が、コミュニティや地域のキーマンに
集まってきているのに不動産がボトルネックになっていて、地域にいい人
を呼び込めない状況があります。

そこで、地域づくりやコミュニティづくりをする人が不動産業を武器の一つ
として持ち、川上から地域やコミュニティをデザインすることができたら、
地域はもっと面白くなると思っています。

ローカルはマジで人材不足、金不足。誰も僕たちの見たい未来を作ってはくれません。

幸いにして、人口減少、少子高齢化で地域には宝物の STOCK が溢れかえっています。
だから僕たちは STOCK を使って、何から何までゆるく繋げて未来を自ら創れるチャ
ンスがあります。顔の見えない誰かのためではなく、顔の見える家族や友人が昨日よ
り少し幸せに暮らせるように。
小さく丁寧に一つ一つ繋げて行くことで、仲間が増えて色々なことが起こり始めてい
ます。
私達が商店街に場所を構えた８年前、お茶やご飯がたべれるのは昔からの馴染みの定
食屋さん 1 軒でした。
今は、美味しい自家焙煎のコーヒースタンドや、本格薪窯のナポリピッツァ、グルテ
ンフリーのカフェなども加わり QOL は爆上がり中です。
加えて今度の４月には、ギャラリードーナツカフェがオープン予定。街の空き家・空
き店舗の数は、昔に比べ増えたけれど、僕のQOLは反比例してずいぶん豊かになりました。

私達も完成しているのではなく、常に作り続けている現在進行形。
なので、どこかに呼ばれてもそこまで手は回りません。
私達の現場での経験と体験を STOCK SCHOOL で公開し、詰め込みました。

ハウツースクールではなく、体感スクールが STOCK SCHOOL です。
「自分たちの暮らしや地域は自分たちで創る」をテーマに体感を持って帰り、
それぞれの地域で独自のやり方を創ってくれたら嬉しいです。

一般社団法人 　と編集社　代表理事　赤羽孝太

Why did we start?

なぜ をはじめたのか



この冊子は STOCKSCHOOL2024 長期研修生の岩井くんと今野さん、白根くん、

合田さんが辰野町の空き家に関する不動産事業の業務を体験しながら、具体的な

地域を持っている３人が不動産事業とその他の事業を掛け合わせた時に、どんな

ことをやっていこうかと事業計画や、町の地図をまとめた内容になります。3ヶ月

間の住み込み研修の内容や、事業を作るにあたり参考になる知識をいくつかピック

アップし、詰め込みました。

STOCKFILE07
根羽村 白根 拓実

ももちゃんの地図
辰野町 合田 百恵

STOCKFILE05
飯綱町 岩井 敦史

STOCKFILE06
下諏訪町 今野 由香里

もものすけ いわちゃんしらねっちゆかりちゃん
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長期研修時系列

フィールドワーク
プレゼン

研修

事業づくり
プレゼン

第 1回
プレゼン

第 2回

長野県 PPP/PFI プラットフォーム総会
（長野県主催）

プレゼンテーション

第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 第 8回 第 9回

岡谷市まちあるき 飯綱町 岐阜県八百津町

下諏訪町 根羽村 柳ヶ瀬商店街

多治見本街織部

辰野町 48回まちあるき諏訪市有頂天醸造視察

フィールドワーク

今野プレゼン

岩井プレゼン

白根プレゼン

OECDオンラインセミナー
（OECD主催）

飯田地域空き家連絡会
（飯田建設事務所主催）

資源循環フォーラム
（信州アーツカウンシル ）

空き家を資源に！フォーラム
（主催：地域振興課、建築住宅課）

スモールコンセッション
プラットフォームシンポジウム（内閣府主催）

鈴木講師不動産
事業特別講義

G邸　相続・所有権移転・抵当権設定登記打合せ

I 邸　所有権移転・抵当権設定登記打合せ

O邸　不動産売買契約

K邸　ガス設備現地確認立会い

O邸　水道設備現地確認立会い

S邸　空き家片付け研修

K邸　建物オーナー立会い・現地確認

M邸　関係者ヒアリング・打合せ

A邸　二拠点希望者空き家バンクオーナーと

　　　面談・改修相談

A邸　建物オーナー立会い・現地確認

K邸　建物オーナー立会い・現地確認

M邸　建物オーナー立会い・現地確認

T邸　現地確認

O邸　建物オーナー立会い・現地確認

Y邸　建物オーナー立会い・現地確認

S邸　建物オーナー立会い・打合せ

I 邸　建物オーナー立会い・現地確認

I 邸　面積・付属屋表題部修正登記打合せ

G邸　面積・付属屋表題部修正登記打合せ

I 邸　アルプス中央信用金庫辰野支店買主融資書類打合せ

G邸　八十二銀行辰野支店買主融資書類打合せ

O邸　空き家付随の農地に関する手続き

　　　農業委員会３条許可申請・書類準備

　　　農業委員会担当者現地立会い確認

　　　譲渡人（売主）対応

　　　譲受人（買主）対応

N邸　中間管理機構契約農地について協議

E邸　農業振興地域指定農地確認

O邸　建築確認台帳記載証明書の手続き

H邸　自治会へ移住希望者をつなぐ

M様　移住希望者空き家バンク案内（神奈川県在住）

K様　移住希望者案き家バンク案内（千葉県在住）

N様　移住希望者案き家バンク案内（近隣市町村在住）

I 様　二拠点希望者空き家バンクオーナーと

　　　面談・改修相談

H様　移住希望者案き家バンク案内（木曽町在住）

M様　移住希望者空き家バンク案内（山梨県在住）

S様　移転希望者空き家バンク案内（町内在住）

U様　移転希望者空き家バンク案内（町内在住）

K様　移転希望者空き家バンク案内（北海道在住）

I 様　移転希望者空き家バンク案内（東京在住）

トビチ商店街視察対応（南足柄市）

三菱UFJ 銀行長野支店情報共有

空き家バンク視察対応（北九州家守社）

トビチ商店街視察対応（大町商工会）

しおじり街元気カンパニー情報共有・打合せ

権利関係対応（司法書士）

事業者対応

空き家オーナー対応 行政書類確認 農地付き物件の対応

そ の 他

地域調整

移住希望者対応

空き家の片付け対応

金融機関関係

表題登記・測量対応（土地家屋調査士 / 司法書士）

契約書・重要事項説明書作成・仲介立会い

11/18 11/25 12/2 12/9 12/16 12/23 12/30 1/6 1/13 1/20 1/27 2/102/3

O邸　間取り図研修・調査・付帯設備付帯設備確認

I 邸　間取り図おこし・調査・付帯設備付帯設備確認

物件間取り調査等

12/19

11/25

11/19 11/26 12/4 12/9 12/19 12/26 1/9 1/17 11/30

2/1012/3 12/16 12/22 12/24 2/7

1/18 1/19 1/24 1/30 2/2 2/3 2/9 2/16
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いわちゃん

いわちゃん

ゆかりちゃん

長期研修フィールドワーク

この取組みに参画する
人や店が増えていった
らもっと面白いことが
起きそうだなと思った。
ストリートライブとか。

「下諏訪角打ち」という月１イベントで近隣
の飲食店同士が協力してエリアを盛り上げ
ようとしている取り組みが素敵だと感じた。

立派な梁の古民家が多く、木材
が豊富な印象と北信方面とはま
た違う建物の作りだった。
綺麗な川がそばにあり、川遊び
が身近で、森と川という日本の
原風景があり、初めて訪れたが
懐かしさを感じる場所だった。
行く前は川のイメージはなかっ
たけど川遊びにきたい村。

昔の２つ商店街を歩いた。思ったよ
り距離があったけど、面白いお店が
点在してて歩いてて楽しかった。

カフェや変わったラーメン屋には近隣から通う
人もいるそう。賑やかな通りじゃなくても目的
地になるものがあれば人は来るんだなと思った。

岩井ちゃんの物件が予想以上に広かった。実際に見
ることで妄想力が爆発することを目の当たりにした。

廃校利用の施設の中のスポーツ
ジムは地域の人が利用していて
交流の場所になっていそう。

村ゆえになのか村が寄付？され
た物件がいくつかあったが、シ
ラネバをはじめ綺麗に改修して
活用しており、村の空き物件へ
の前向きな取り組みが伺えた。
ただ同時に綺麗な新築村営住宅
も多くあり政策の矛盾も感じた。

人口的には小規模な場所なので、排他的
な感じかと思っていたが真逆で出合う人
は皆フレンドリーで温かみがあった。

食堂にどて丼があり、愛知
との文化の近さが方言から
も垣間見えた地域性。

温泉もそこらじゅうにあって
神社や湖もあり、自転車での
観光もしたいなと感じた。
人生で初めて昼からコース料
理って一番優雅なランチを味
わえて次はデートで来たい町。

参道という歴史からなのか建
物同士がくっついてる物件も
多く、物件活用には隣近所の
了承や気遣いや協力が必要で、
良し悪しあれどそれが文化と
して根付いている気がした。

こだわりのある個性豊かなお
店がちらほらあってコンパク
トなまちでまちぶらのしがい
があった。

下諏訪町
長野県 field work

し
も
す
わ

根羽村
長野県 field work

ね
ば

飯綱町
長野県 field work

い
い
づ
な
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ゆかりちゃん

柳ヶ瀬商店街
岐阜県 field work

や
な
が
せ

field work岐阜県

八百津町
や
お
つ

・コーヒーが美味しいレトロな喫茶店にお

年寄りが集まってお話しているのが素敵

だった。お店も人も同じ年月を過ごしてき

ているという安心感がありそう。と思った。

マーケットの地図自体は見にく
かったが、飲食・雑貨系の路面
店を中心に、新しい個人店や既
存店、大企業の店舗が混在して
いた。

・面白い「人」からまた違う人へ数珠つなぎに紹介

をされて「お店の人はみんな知り合い」という感

じがとても良い印象だった。

・ボロボロの物件が素敵な美容室に。素敵にリノベ

されたところを見ると空き家の可能性を感じた。

東京の浅草のような商店街。
各エリアごとにコンセプトがある感じがした。

陶器で溢れていたオリベストリートは、個人的に
は最高の場所が広がっていた。個人的に、古道具
屋さんの良いものや好きなものを自分思いにディ
スプレイをする空間は、かっこ良いし、最高でした。
自分も店舗を構えたいと思った。

商
店
街
の
中
心
に
あ
る
、
や
な
が
せR

テ
ラ
ス
。
一
般
社
団
法
人
の
ま
ち

づ
く
り
財
団
が
運
営
し
て
い
る
が
、
空
き
家
ま
ち
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
は
、

満
席
。
何
か
始
め
た
い
人
が
集
ま
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
感
じ
た
。

お
肉
屋
さ
ん
の
コ
ロ
ッ
ケ
が
安
く
て
美
味
し
か
っ
た
け
ど
、
意
外
と
住
民
の
人
は
知
ら
な
い
？

人
や
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、素
敵
な
「
人
」
に
注
目
で
き
た
。
空
き
物
件
に
そ
う
い
う
人
が
増
え
そ
う
。

初
め
て
降
り
立
っ
た
多
治
見
は
、
道
一
本
入
る
だ
け
で
エ
リ
ア
が
分
か

れ
て
い
て
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
融
合
し
て
い
る
雰
囲
気
。
新

規
出
店
店
舗
も
多
く
、
町
の
雰
囲
気
な
ど
は
統
一
さ
れ
な
が
ら
も
、
お

店
ご
と
に
こ
だ
わ
り
や
世
界
観
が
溢
れ
て
い
て
い
た
。

軽飲食ができず、焼き菓子屋さんが
閉まっていたので、またゆっくりと
歩きながら散策をしたいと思った。

観光地でありながらも、地元中学か高校の野球
部三人組がオリベストリートを自転車で駆け抜
けた風景は、とても良かった。新しい土地や場
所で地元の人を見つけると少しだけ良い気持ち
になりますね。

しらねっち
もものすけ

柳ヶ瀬商店街
岐阜県 field work

や
な
が
せ

field work岐阜県

た
じ
み

多治見
field work岐阜県

八百津町
や
お
つ
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さらに地域に良いことをしながらどうやって食べていくかという

現実的なところもアドバイスをいただき、具体的に考えることも

できました。脳をフル回転させました。地域に何があったら幸せか、

楽しいか、何のためにやっているのか、今後も事業計画を見直し

ながら「わたしごと」にしながら、楽しく！取り組んでいきたい

と思います。実践的でとても貴重な体験ができた有意義なスクール

でした。ありがとうございました。

地域課題に取り組むことは眉間にシワを寄せることが多いイメージ

ですが、いろんなフィールドに行って地域の雰囲気やそこに住む

人の営みを感じつつ、こうたさんやかつさんの知識や知恵やユーモ

アを交えた空き家妄想タイムは、非常にクリエイティブで楽しい

時間でした。

不動産流通の手順を学びつつ、実際に物件を担当し、専門職と

関わる中で活用までの業務を実践できたことは貴重な経験でした。

毎週、空き家や空き店舗の活用計画を考え悩み、同じ釡の飯を

食い、仲間と語り合う時間は、まちづくりの本質に触れる最高

の機会になりました。

視察や地域プレイヤーとの交流を通じ、盛り上がるまちには本気

で挑む人がいることを実感し、講師陣の熱意や覚悟にも胸を打た

れます。研修を通じて超有料級の知識を得るだけでなく、自ら

行動したくなる力を与えてくれる場です。

空き家を活用したまちづくりをしたい、まちに変化を生みたい

想いのある人にぜひおすすめ。ここでの経験や繋がりが、未来

を動かす力になると思ってます。

町のことを考え、町の未来を妄想し、思いっきり町を遊び倒し

ている方等と共に過ごす 3 ヶ月という研修期間は、想像してい

たよりも一瞬で終了してしまいました。不動産を武器にした事

業を行うイメージを作ることを目標に、各々が、妄想や想いを

チーム間で共有しながら壁打ちをして、軸を作り上げていく時

間は楽しく、自分の頭の中を覗かれているような気分になりな

がら、その時間も貴重な時間として経験値が積まれた気がして

います。

空き家に対してのアプローチは、実際に現地でしか体験できな

いスピード感や温度感のリアルさを感じとることができました。

3 ヶ月、自分の地域を離れることを理解し、挑戦をさせてくれ

た根羽村の役場担当の方、ありがとうございました。人間性と

体が大きく（研修期間で 6kg 増！）なって、根羽村に帰ります！

個人の事業プランを作るまでに至れず、とても悔しかったです。

ですが、協力隊 1 年目に、自分は何を大切にしていて、どう行動

していきたいのか真剣に悩むことが出来ました。協力隊の業務は

様々ありますが、自分のやりたいことに向き合い、実践されてい

るこうたさんやかつさん、ひっきーさん、参加メンバーとディス

カッション出来たこのストックスクール期間はとても貴重でした。

また、他地域のフィールドワークにみんなで一緒に行けたのが良

かったです。自分だけでは見えない視点が多く、町ってこうやって

見るのか！と勉強になりました。個人的に他地域を訪れた際も、

地形から見た地域や移住者の動き、直感で思う地域の雰囲気を意識

して見ていきたいと思います。

飯綱町から
岩井 敦史さん

根羽村から

白根 拓実さん

辰野町から

合田 百恵さん

下諏訪町から

今野 由香里さん
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赤羽孝太
一般社団法人◯と編集社

元地域おこし協力隊移住者

苫米地花菜
月夜野こまもの店 カフェオーナー

オリエンテーション

社会に届けるための
パブリックリレーションズ

交流会

赤羽 孝太
鈴木 雄洋

ワクワクする偶然性を誘発するまちづくり
デザイン型とアーティステック型のまちづくり

さかさま不動産に
期待したこと
実際に起きたこと

福田ミキ

ある古民家ゲストハウスの移住から
宿開業とそれからの話

北埜航太＆北埜実紗 / 小林朗津 / 和泉ふみ子

ランチ＠DIYリノベーション物件
飯茶菓まるに

店主：長谷ゆみ＆安彦隆

元空き家、今お店をめぐる
フィールドワーク

商店街まちあるき

空き家を面白くするために知っておきたいこと
金融機関×不動産屋×司法書士

片桐 啓貴 / 野澤 賢一 / 三澤礼子

Day3Day2Day1

鈴木雄洋
株式会社 goodhood 代表

小嶋郁哉

西町ガレージオーナー
さかさま不動産伊那営業所

地 域

飯沼耕地の方
小林朗津

地 域

元建物オーナー
和泉ふみ子

不 動 産 取 引 に お け る 各 種 専 門 家

野澤賢一
司法書士

片桐啓貴
金融 /八十二銀行

三澤礼子
土地家屋調査士　

原田歩実
十月十日 オーナー

行 政

野澤隆生
辰野町役場産業振興課

クロージングディスカッション

2024 年 7月 25 日から 27 日に実施されたスクールの内容と感想

赤羽孝太（設計しないアーキテクト）
鈴木雄洋（開発しないデベロッパー）

「&garage」代表 鈴木雄洋
「月夜野こまもの店」代表 苫米地花菜

「十月十日」代表 原田歩実 
辰野町役場産業振興課　野澤隆生

小嶋郁哉
さかさま不動産長野支局伊那営業所

赤羽孝太 / 鈴木雄洋
さかさま不動産長野支局辰野営業所

水谷岳史
スペシャルゲスト from On-Co

第一に赤羽さんも最初は未熟だったという
お話が聞けてなんだか安心しました。片桐
さんの本音トークもあり、それくらい専門
機関の方々と良好な関係性が築けているの
だなと感じました。仕事を投げる側・受け
る側という立場ではなくチームとして連携
していることが伝わってきて理想的な関係
性だと感じました。

狙って各々が協力する体制を作ってい
るというより、それぞれ自ずと協力や
情報共有できるシステムになっていて
辰野町の一体感を感じたし、1人１団体
ではなしえない所に辰野町の魅力があ
るのかなと思った。

こんなお店があったらいいな、こんな人が来てくれたら面
白いな、と考えるローカルエリアリノベーションの場面に
おいてさかさま不動産の仕組みは確かに親和性が高そう。
ただオーナー側に重心を置いている分、買いたい・借りた
い人たちの情報収集には向かない事も納得。好条件の物件
情報には有象無象含め問い合わせが集まるのも納得。さか
さま不動産をヒントに、それぞれの地域に合ったマッチン
グの方法等を見つけられたらと感じました。

よそ者扱いされたオーナーの過去、そこから現在に至るまでの苦労、だからこそ積み重なった地域
や家への愛着、そして未来への憂慮。先祖代々その地域を受け継いできた地元民の使命感、それ故
の移住者への警戒感、変わる時代や環境の中での葛藤。現代的ライフスタイルを持つ移住者の不安、
多面的なお金の問題。それら一つずつに真正面から向き合い、それぞれの幸福をイメージし、自ら
の利益は横に置いて、労を惜しまず繋ぎ合わせる。単なる不動産屋流通ビジネスでは到底担えない
この役割は、しかし地方の空き家課題に向き合う為に必要な役割だと感じました。

1日目と 2日目の夜に振り返りのような時間が欲
しいと思った。参加者がどの部分を見ていたのか、
どこが印象に残っていたのかなど。あまり全体の
参加者同士で会話や対話をすることができなかっ
たので、人があまりわからないままスクールが終
わったような気がしました。

辰野町でこれまで行ってきた空き家に関
する活動を学べるのかなと思っていたの
ですが、地域に限らず活用できる講義が
多々あり、良い意味でイメージと異なっ
ていました。とても参考になりました。

ローカルを面白くしていく、という視点で考えた
ときに、改めて自分の専門性や立ち位置にはこだ
わった方が良いと感じた。一方で、不動産や建築、
法的な知識など、知らないままなのは閉じこもっ
てしまうのは非常に勿体無いなと感じた。無理や
りにでも全てに関わっていくある種の無謀さの中
に、まちをもっと面白くするヒントがあると思う。

 20 代男性30代男性 30代男性 20代女性

20代男性30代女性30代男性

福田ミキ
株式会社On-Co 取締役 古 着 屋移住者

STOCKSCHOOL 振り返り

講師
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赤羽 孝太 kota akahane

鈴木 雄洋 katsuhiro suzuki

綿引 遥可 haruka watahiki 

大木 洋 yo oki 

ストックスクールの最大の魅力は、やはり３ヶ月の住込み

研修だなぁ。

建物オーナー対応、物件状況確認、地域や行政からみの対応、

移住希望者案内、実務的な契約書の作成や、金融、士業の

方のとのやりとりなど、いろいろな状況や内容を共にする

体験に加えて、研修中に滞在する施設での共同生活を通し

て、それぞれメンバーの個性や癖、大切にしている考えや

家族や生活スタイルなどを知ることで、それぞれの地域や

事業スタイルなどの解像度が日々高くなる。

あとは実践あるのみ。

どの地域も魅力やリソースはそれぞれだし、それを活かして

不動産屋さんになる人も皆違った偏愛や個性の持ち主達。

地域×ストックスクール受講生。

決まった正解のない正解を、これからそれぞれの地域に

戻ってチャレンジする。

自分たちの未来は自分たちで創る。

さあ、それぞれワクワクする自分たちの未来に向かって

出発進行！！

お話しした不動産事業についての講義は僕がこの 12 年間実

務と勉強を通して学んできた全ての事をなるべく皆さんに分

かりやすいようにお話しできるよう、作ったプレゼン資料＆

実務資料になります。

僕も 20代前半の５年間くらいはマジで苦労しました。

ハードワークとストレスで血尿も出たし、悔し涙も流したし、

頭を引っ叩かれながらも食らいついて身につけた知識やスキ

ルです。なので、2時間の講義で全部わからないのは当たり

前です。理解しきれないからやらないのではなく、積極的に

挑戦＆失敗して、ちゃんと反省して次のステップに上がって

いくしかないと思います。

是非ちゃんと悩みつつも前向きにマイプロジェクトに立ち向

かってください。本気で立ち向かえばその経験は血となり肉

となると思います。

「町」という巨大で得体の掴めない相手に仕事をするとはそ

ういう事だと思います。楽しいことも感動することも苦しさ

と同じ分返ってきてドラマティックな人生を送れると思います。

是非挑戦し続けて、前に進み続けてください。

まちづくりには完成が無いのでゴールはないです。

だからこそ一生楽しめます。

僕も挑戦し続けるので、同志として一緒に楽しみ

ましょう。進めていく上で壁にぶち当たった時

は相談に乗ります。

ストックスクールのプログラムは終了しますが、

引き続きよろしくお願いします。

昨年からアップデートされ、参加メンバーの活動地域

でのフィールドワークや、不動産を武器にした事業計画

づくりで、ワクワクに加えて実現性が高まる内容でした。

参加者とフィールドが多様な分、気付きや学びも加速

度的に増え、進化したスクール、卒業生としてご一緒

させていただき感謝です。

綿引 遥可 

コーチ

　鈴木 雄洋
メインディレクター

赤羽 孝太


